
  

第 27 回 CEE シンポジウム with NEDO 

 

「これからの電力市場の論点 －IEA Re-powering markets に見る－」 

 

 主催： 東京大学エネルギー工学連携研究センター（CEE） 

 共催： 国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）（予定） 

東京大学先端電力エネルギー・環境技術教育研究センター（APET） 

   東京大学エネルギー・資源フロンティアセンター（FRCER） 

 日時： 平成 28 年 5 月 23 日（火）10:00 – 17:55（受付開始 9:30） 

 場所： 東京大学 ENEOS ホール（駒場Ⅱキャンパス先端科学技術研究センター3 号館南棟） 

 

趣旨 

東日本大震災と原子力事故の後、2014 年 4 月にエネルギー基本計画、2015 年 7 月に長期エ

ネルギー需給見通しがそれぞれ策定され、我が国のエネルギーの議論は新たな段階に入った。

また、2015 年 12 月の COP21 で採択されたパリ協定が 2016 年 11 月に発効し、我が国を含む

世界各国はエネルギーを含む温暖化対策に関するそれぞれの取り組みを加速させている。 

 

あらゆる社会経済活動を支えるインフラであるエネルギー需給には、持続可能性として、

今日、10 年後、100 年後など、あらゆる時点で、経済性、環境性、供給安定性・安全性

（3E+S）を確保できる、実行可能な姿を実現することが必要である。 

持続可能なエネルギー需給の実現に向けて、電力は一次エネルギー供給、省エネルギー、

エネルギー利用の利便性などの多くの面において、今後より重要な役割を果たす。しかし、

我が国の FIT 制度の下での太陽光発電の大量導入など、再生可能エネルギー発電の導入が進

むにつれて、特に電力需要の成長が期待されていない先進国においては、電力の需給運用は

徐々に難しくなることが世界的な課題として認識されている 1。 

CEE では 2008 年の設置以来、継続的に我が国のエネルギーを考えるシンポジウムを実施

してきた 2。2012 年の第 12 回では「日本のエネルギー戦略を考える」を議論し「提言」の発

1 https://www.iea.org/publications/freepublications/publication/the-power-of-transformation---wind-sun-and-the-
economics-of-flexible-power-systems.html 
（NEDO による翻訳版 http://www.nedo.go.jp/library/denryoku_henkaku.html） 
2 https://www.energy.iis.u-tokyo.ac.jp/html/seminar.html 
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表をした 3。その後、2015 年には、第 20 回「再生可能エネルギー時代の電力システムと火力

発電を考える」、第 21 回「再生可能エネルギー時代の電力需給の新たな調整資源を考える」、

第 22 回「電力システム運用高度化に向けた再生可能エネルギー発電出力予測技術を考える」

を開催した。また、2016 年には、第 23 回「これからの電力需給の解析・評価を考える」、

第 24 回「温暖化対策に貢献する火力発電について考える」、第 25 回「電力需給解析と 

Integration Study」、第 26 回「エネルギー需要を科学する」と、将来の電力/エネルギーを見

通し、既存および革新的技術の最大活用による新たな電力システム、ひいては新たなエネル

ギーシステムの可能性を議論してきた。 

世界各国における電力/エネルギー部門では、1990 年代より様々な地域で自由化、市場化が

実施されており、低炭素化などに必要な運用、設備投資などはかつての規制の枠組みではな

く、市場運営の中で行われる割合が高くなっている。 

この電力/エネルギー部門の市場化の大きな流れの中では、将来の電力/エネルギー分野に

おける最適運用と設備形成を実現するための制度の再設計が近年大きく注目されている。す

なわち、現在の市場制度を含む電力システムに関する諸制度は、その骨格が欧米の電力市場

創設時の集中型の火力発電が主たる供給力である状況で設計された。これに対し、電力需給

の低炭素化を目指し、我が国をはじめとして世界各国で、出力が変動し、分散型の再生可能

エネルギー発電の大規模導入の下でのシステム運用や、これらから発生する電力システムの

需給運用調整の課題の解決のために今後導入が期待されている無数の分散型需要側設備の活

用の進展とともに、世界の電力市場で様々な課題が発生し、それに対する市場機能の改善、

あるいはその再設計が議論されている。今回 NEDO－東京電力－東京大学チームが翻訳した

“IEA Re-powering Markets”はその最新状況をまとめたものである。 

本シンポジウムでは、このような背景の下、電力システム・エネルギーシステムを安定か

つ効率的に運用し持続可能な形で設備を形成するための経済シグナルを与える電力市場に関

し、“IEA Re-powering Markets”で述べられている各国の電力市場の現状、課題とその解決を

背景に議論する。 

本シンポジウムに参加される方、および本シンポジウムに関心のある方は、IEA Re-

powering Markets の原典あるいは翻訳を一読いただきたい。 

原典：http://www.iea.org/publications/freepublications/publication/re-powering-markets-market-

design-and-regulation-during-the-transition-to-low-carbon-power-systems.html 

翻訳：http://www.nedo.go.jp/library/repowering_markets.html 

3 https://www.energy.iis.u-tokyo.ac.jp/html_seminar/20120127/20120127_recommendation.pdf 
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■プログラム（案）（講演タイトルと講演者は変更されることがあります） 

10:00 - 10:10 開会あいさつ 東京大学 生産技術研究所 特任教授 荻本 和彦 

[第一部 Re-powering Markets の論点] 

10:10 - 11:50 解説  各翻訳者 4  
NEDO 西順也、小笠原有香、東京電力ホールディングス 小林直樹、 
東京大学 生産技術研究所 荻本和彦、占部千由、宇田川佑介、今中政輝） 

11:50 - 12:50 昼   食 

12:50 - 13:50 Re-powering Markets の論点に関する質疑 モデレータ 荻本、各翻訳者 

[第二部 シンポジウム：我が国の電力市場と海外からの学び] 

14:00 - 14:10 翻訳にあたって     
NEDO スマートコミュニティ部 統括研究員 吉川 信明 

14:10 - 14:50 IEA Re-powering Markets and Implication for Japan 
Mr. Matthew Wittenstein, Electricity Analyst, Gas, Coal and Power Markets Division, IEA 

14:50 - 15:15 経済学から見て    東京大学 大学院経済学研究科 教授 大橋 弘 

15:15 - 15:40 電力システム運用から見て 
東京電力ホールディングス（株） 経営技術戦略研究所チーフエコノミスト 戸田 直樹 

15:40 - 16:05 我が国の電力市場の現状から見て 
一般社団法人日本卸電力取引所 総務部長 岸本 尚毅 

16:05 - 16:30 エネルギー政策から見て 
資源エネルギー庁 電力需給・流通政策室長 曳野 潔 

16:30 - 16:45 休   憩  

16:45 - 17:50 パネルディスカッション         ・・・・・モデレータ：荻本 和彦 
パネリスト：    各講師 

17:50 - 17:55 閉会あいさつ 

18:00 - 19:30  意見交換会    An 棟 1 階 ape （アーペ） 

  

■参加費：シンポジウムのみご参加の方は無料  
■意見交換会費：4,000 円（当日、受付にてお支払いください）  
■申込方法：以下の HP よりお申込みください。（要事前登録）  

     http://www.energy.iis.u-tokyo.ac.jp  
    ※申込締切    定員に達した時点、または、平成 29 年 5 月 19 日(金） 
    ※当日申込の受付予定はありません。  

■お問い合わせ：東京大学エネルギー工学連携研究センター事務局  
        電話：03-5452- 6776    FAX：03-5452-6776  
        E-mail：cee@iis.u-tokyo.ac.jp  

4 翻訳者の所属は翻訳の「翻訳にあたって」を参照。NEDO は、いずれも「技術戦略研究センター エ

ネルギーシステム・水素ユニット 研究員」 
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